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師
走
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。
又
、
年

頭
の
正
月
よ
り
一
年
間
各
種
神
事
行
事
に
対
し
ま
し
て
ご
崇
敬
ご
奉
献
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
神
社
は
三
菱
重
工
業
㈱
神
戸
造
船
所
を
は
じ
め
多
く
の
造
船
関
係
会
社
の
崇
敬
・
参
拝
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
祭
神
で
あ

る
神
功
皇
后
と
船
舶
の
関
係
の
一
端
を
述
べ
た
い
。

　

船
舶
の
中
で
も
大
半
の
大
型
船
や
タ
ン
カ
ー
の
下
部
の
船
底
は
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
港
な
ど
に
停
泊
し
て
い

る
間
に
、
フ
ジ
ツ
ボ
を
は
じ
め
種
々
の
貝
類
や
海
藻
が
付
着
し
航
行
速
度
を
低
下
さ
せ
燃
費
の
悪
化
を
招
く
。
そ
れ
ら
の
海
生

生
物
の
付
着
を
防
ぐ
た
め
船
底
に
は
赤
い
塗
料
が
塗
ら
れ
る
。

　

歴
史
的
に
も
古
代
よ
り
船
底
付
着
の
海
生
生
物
に
悩
ま
さ
れ
た
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。
古

代
の
ギ
リ
シ
ャ
人
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
た
ち
の
軍
船
の
船
底
に
は
タ
ー
ル
や
ワ
ッ
ク
ス
が
塗
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
さ
ら

に
古
代
ロ
ー
マ
時
代
は
船
底
を
鉛
板
で
覆
う
と
い
う
方
法
が
用
い
ら
れ
、
一
部
の
海
生
生
物
の
付
着
を
防
ぐ
効
果
は
あ
っ
た
が
、

鉛
板
重
量
が
航
行
の
足
か
せ
と
な
り
、
鉛
板
覆
い
は
い
つ
し
か
消
え
て
い
っ
た
。
十
八
世
紀
に
入
っ
て
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
船
底

に
初
め
て
銅
板
を
張
り
付
け
（
一
七
六
一
年
）、
従
来
の
船
と
比
べ
る
と
速
度
数
も
勝
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
以
後
あ
ら
ゆ
る

船
舶
に
銅
板
被
覆
が
長
く
採
用
さ
れ
た
。
日
本
で
は
独
自
の
海
生
生
物
付
着
防
止
が
考
案
さ
れ
た
。
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）

年
に
漆
を
主
体
と
し
た
防
汚
機
能
を
持
っ
た
「
介
藻
防
止
漆
」
が
開
発
さ
れ
日
本
海
軍
に
採
用
さ
れ
た
が
、
漆
が
高
価
で
大
量

生
産
出
来
な
く
消
え
て
い
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
フ
ジ
ツ
ボ
な
ど
の
海
生
生
物
や
海
藻
の
付
着
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
付
着
防
止
剤
と
し
て
亜
酸

○
　
ご
家
庭
・
会
社
事
務
所
に
神
棚
を
祀
り
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
伊
勢
さ
ん
の
お
神ふ

だ札
（
神
宮
大
麻
）
と
三
石
さ
ん
の
お
神

札
を
合
せ
奉
斎
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
神
札
は
、
毎
年
末
も
し
く
は
新
年
に
新
し
く
改
め
て
お
祀

り
し
ま
し
ょ
う
。
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四
日
、
当
社
が
地
鎮
祭
を
奉
仕
し
た
Ｈ

家
夫
妻
の
家
内
安
全
感
謝
と
今
後
と
も
守

護
祈
願
参
拝
が
あ
っ
た
。

　

平
成
二
十
四
年
秋
、
西
区
狩
場
台
一
丁

目
で
建
築
業
者
の
依
頼
に
よ
り
Ｈ
家
の
地

鎮
祭
を
斎
行
し
た
が
、
こ
の
度
金
婚
式
を

迎
え
る
に
、
地
鎮
祭
で
ご
神
札
を
頂
き
家

内
に
て
奉
斎
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
平
穏

無
事
に
過
ご
せ
た
感
謝
と
、
今
後
共
御
守

護
を
願
い
た
い
と
当
社
神
前
に
祈
願
参
拝

し
た
の
で
あ
る
。

　

後
日
、「
前
略　

ご
め
ん
下
さ
い
。
今

年
で
七
十
六
歳
と
な
り
、
私
達
は
結
婚

五
十
年
の
区
切
り
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

気
掛
か
り
な
こ
と
に
向
き
あ
う
機
会
と
し

ま
し
た
。
そ
の
最
終
章
が
「
三
石
神
社
」

へ
の
お
礼
参
拝
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
建
築

業
者
の
ご
縁
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
三
石

大
神
様
の
ご
守
護
に
よ
り
未
来
に
目
を
向

け
て
進
む
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

で
は
三
石
神
社
が
私
の「
拠
り
所
」と
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
三
石
神

社
の
御
守
護
に
よ
り
我
家
の
増
々
の
発
展

を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
ハ
ガ
キ

化
銅
を
主
と
し
た
船
底
塗
料
（
Ｃ
ｕ
２
Ｏ
、Ａ
Ｆ
塗
料
）
が
登
場
し
た
。
亜
酸
化
銅
が
入
っ

た
塗
料
を
船
底
に
塗
っ
て
お
く
と
、
塗
料
が
少
し
づ
つ
海
水
に
溶
け
て
銅
イ
オ
ン
を
出
し
、

海
生
生
物
や
海
藻
付
着
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
一
時
有
機
ス
ズ
も
登

場
し
た
が
毒
性
も
あ
っ
て
海
洋
環
境
問
題
で
廃
さ
れ
、
現
在
は
安
全
性
の
高
い
海
生
生
物

付
着
防
止
剤
と
し
て
亜
酸
化
銅
が
最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
亜
酸
化
銅
の
粉
末
は
赤

褐
色
で
あ
る
。
船
底
を
赤
く
塗
装
す
る
理
由
は
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
海
生
生
物
や
海
藻

の
付
着
に
よ
っ
て
海
水
の
抵
抗
が
増
し
て
船
速
・
ス
ピ
ー
ド
の
低
下
を
招
く
と
共
に
、
そ

れ
に
と
も
な
う
燃
費
効
率
を
も
防
ぐ
目
的
か
ら
、
重
要
な
役
割
と
な
る
亜
酸
化
銅
で
船
底

を
赤
く
塗
装
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
亜
酸
化
銅
塗
装
も
永
久
的
で
な
く
、
溶
け
て
効
果

が
な
く
な
る
の
で
、
定
期
的
に
ド
ッ
ク
入
り
し
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
神
功
皇
后
は
新
羅
征
伐
の
際
（
二
〇
〇
年
）
に
、「
御
舟
の
裳す
そ

」（
船
体
外

側
の
水
に
浸
る
部
分
）
に
「
赤あ
か
に土
」（
赤
色
の
顔
料
と
す
る
土
）
を
塗
っ
た
と
、『
播
磨
国

風
土
記
』
逸
文
（
霊
亀
元
（
七
一
五
）
年
頃
成
立
と
さ
れ
る
）
の
爾に
ほ
つ
ひ
め
の
み
こ
と

保
都
比
売
命
の
条
に

見
え
る
。
そ
の
条
を
簡
略
す
れ
ば
、
皇
后
が
出
征
の
前
途
を
祈
願
し
た
時
に
、
播
磨
国
の

国
作
り
を
し
た
大
神
（
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
神
）
の
御
子
神
で
あ
る
爾
保
都
比
売
命
が
、

播
磨
国
造
の
石い
わ
さ
か坂
比
売
命
に
憑と

り
つ
い
て
「
自
分
を
よ
く
祭
っ
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
霊
験

を
示
そ
う
。
赤
土
で
塗
っ
た
柊
の
木
で
つ
く
っ
た
鉾
を
船
の
臚
舳
に
立
て
、
ま
た
船
底
と

軍
兵
の
衣
も
赤
色
に
染
め
て
出
征
す
れ
ば
平
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
託
宣
し
た
の
で
、

皇
后
は
実
行
し
て
渡
り
平
定
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
、
凱
旋
の
後
、
爾
保
都
比
売
命
を

紀
伊
国
の
管つ
つ
か
わ川
の
藤ふ
じ
し
ろ代
の
峯た
け

（
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
上
筒
香
の
藤
白
峯
で
、
近
郊
の

地
質
に
は
赤
鉄
鉱
も
見
ら
れ
、
丹に

う

つ
生
都
比
売
神
社
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
上
天

野
に
鎮
座
）
の
旧
鎮
座
地
と
さ
れ
る
）
に
鎮
め
祭
っ
た
と
い
い
、
皇
后
は
赤
土
（
鉄
分
を

多
く
含
ん
だ
赤
色
の
粘
土
）
で
船
底
を
赤
く
塗
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

「
逸
文
」
に
よ
り
神
功
皇
后
と
船
舶
と
の
関
係
は
明
か
で
あ
る
。

も
頂
戴
し
た
。

　
『
御
成
敗
式
目
』
に
、「
神
は
人
の
敬

う
や
ま
い

に
依
り
て
威
を
増
し
、
人
は
神
の
徳
に
依

り
て
運
を
添
ふ
」
と
い
う
格
言
が
あ
り
ま

す
。
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
も
日
々
神
社

を
崇
敬
し
、
Ｈ
家
様
の
よ
う
に
大
神
の
家

運
ご
隆
昌
の
ご
神
徳
を
頂
い
て
下
さ
い
。

令
和
五
年
十
一
月

令
和
五
年
十
一
月

家
内
安
全
感
謝
と

今
後
共
守
護
祈
願
参
拝

　

正
月
三
日
、「
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願

祭
」
を
総
代･

氏
子
崇
敬
者
十
七
名
の
参

列
の
も
と
厳
か
に
斎
行
し
、
今
年
一
年
の

参
列
者
各
位
は
も
と
よ
り
、
氏
子
崇
敬
者

更
に
各
事
業
所
の
安
寧
と
繁
栄
を
祈
願
し

た
。

　

本
年
の
神
前
奉
納
は
、
奄
美
・
徳
之
島

亀
津
出
身
で
神
戸
市
の
小
学
校
教
諭
中
に

令
和
六
年
一
月

令
和
六
年
一
月

年
頭
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
斎
行ご神前でのシマ唄奉納
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「
日
月
旗
」
奉
納
奉
告
式
斎
行

故
郷
の
サ
ン
シ
ル
（
三
味
線
）
と
シ
マ
唄

に
魅
せ
ら
れ
習
い
始
め
、
教
諭
退
職
後
は

民
謡
保
存
会
「
ば
し
ゃ
山
会
」
の
会
長
に

就
任
し
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
と
共
に
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
、
ま
た
シ
マ
唄

関
係
の
著
書
も
出
版
し
、
現
在
は
関
西
シ

マ
唄
教
室
連
合
会
会
長
、「
ば
し
ゃ
山
会
」

師
匠
の
米
川
宗
夫
先
生
と
、現
在「
ば
し
ゃ

山
会
」
会
長
を
務
め
る
岩
出
み
ど
り
先
生

の
お
二
方
で
あ
る
。

　

奉
納
唄
は
、
シ
マ
唄
に
は
め
で
た
い
席

で
歌
わ
れ
る
唄
が
少
な
い
の
で
、
米
川
先

生
が
作
詞
作
曲
し
た
お
祝
い
の
酒
が
い
た

だ
け
る
こ
と
は
目
出
度
く
、
嬉
し
い
と
す

る
「
祝
ぬ
酒
ぐ
ゎ
」
と
、
徳
之
島
で
歳
の

祝
に
唄
わ
れ
る
「
餅
た
ぼ
れ
ぃ
（
ド
ン
ド

鳥居前での記念写真

　

三
日
、
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
に
併

せ
「
日
月
旗
」
奉
納
奉
告
式
を
斎
行
し
た
。

　
「
日
月
旗
」
は
、
文
武
天
皇
大
宝
元

（
七
〇
一
）
年
の
元
日
朝
賀
の
儀
式
に
お

い
て
幢ど

う
ば
ん幡
（
旗
・
桙
）
の
一
つ
、「
日に
ち
ぞ
う像
」

（
天
・
日
、
陽
の
儀
）・「
月げ

つ

像
」（
地
・
月

の
陰
儀
）
と
し
て
立
て
ら
れ
（『
続
日
本

紀
』）、そ
れ
以
来
神
社
で
も
天
皇
（
皇
室
）

の
旗
印
で
あ
る
「
日
」
を
金
糸
で
、「
月
」

を
銀
糸
で
刺
繡
し
た
「
日
月
旗
」
を
、
真

榊
同
様
神
殿
を
飾
る
不
可
欠
の
調
度
品
と

し
て
用
い
て
き
ま
し
た
。

　

当
社
拝
殿
で
飾
っ
て
い
た
「
日
月
旗
」

（
一
対
）
は
、
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）

年
に
御
祭
神
一
七
〇
〇
年
祭
記
念
と
し
て

氏
子
崇
敬
者
二
名
（
吉
高
一
夫
氏
・
大
西

小
市
氏
）
か
ら
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
既
に
五
十
年
以
上
の
年
月
が
経
過
し

ン
）
節
」
の
二
曲
で
、
ど
ち
ら
も
非
常
に

テ
ン
ポ
よ
い
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
唄
で
、
つ
い

手
踊
り
し
た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
さ

せ
、
参
列
者
も
先
生
方
の
唄
に
微
笑
み
、

ご
満
悦
で
あ
っ
た
。

　

式
典
後
、
参
列
者
一
同
破
魔
矢
を
持
ち
、

鳥
居
前
に
て
記
念
写
真
を
撮
り
、
会
館
二

階
に
て
恒
例
の
直
会
を
執
り
行
っ
た
。

錦
布
の
色
褪
せ
・
劣
化
な
ど
も
進
み
、
触

る
と
布
切
れ
す
る
状
態
と
な
っ
て
お
り
、

更
新
新
調
の
時
期
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
・
三
菱
電
機
神

戸
の
両
社
に
社
名
を
金
糸
に
て
刺
繍
し
た

「
日
月
旗
」（
一
対
）
の
新
規
御
奉
納
を
ご

依
頼
し
た
。
と
こ
ろ
が
新
奉
納「
日
月
旗
」

の
納
品
が
年
末
と
な
る
の
で
、
奉
納
年
月

日
を
「
令
和
六
年
正
月
吉
日
」
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
こ
の
度
の
奉
納
奉
告
式
と
な
っ

た
。

　

当
日
は
、
奉
納
両
社
関
係
者
は
年
末
年

始
の
休
暇
中
で
あ
り
参
列
を
い
た
だ
け
な

か
っ
た
の
は
残
念
な
事
で
あ
っ
た
が
、「
日

月
旗
」
の
清
め
祓
い
も
斎
行
し
、
今
後
の

両
社
の
安
全
と
繁
栄
を
祝
詞
奏
上
し
た
。

ユーチューブ「兵庫津チャンネル」撮影風景と
ユーチューブ

　

二
十
四
日
十
五
時
、
兵
庫
津
の
認
知
活

性
目
的
の
歴
史
あ
る
地
域
の
神
社
・
寺
院

「
兵
庫
津
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
動
画
撮
影

三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
・
三
菱
電
機
神
戸
の

両
社
か
ら
新
規
貢
納
さ
れ
た
「
日
月
旗
」

を
紹
介
す
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
「
兵
庫
津

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
樽
屋
五
兵
衛
（
高
田
誠

司
氏
）
が
来
社
し
、
宮
司
の
説
明
す
る
三

石
神
社
鎮
座
の
三
石
由
来
と
境
内
な
ど
が

撮
影
さ
れ
た
。
是
非
、「
三
石
神
社
で
勝

負
運
を
つ
か
め
」
と
タ
イ
ト
ル
さ
れ
た

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
「
兵
庫
津
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
樽
屋
五
兵
衛
が
関
係
す
る
兵
庫
津
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令
和
六
年
七
月

令
和
六
年
七
月

夏
越
祭
（
夏
祭
り
）
斎
行

パンフレット

会館での神宝持ち記念写真

令和六年神幸式（雨天中止）
会館でのお稚児さんなどとの記念写真

連
絡
協
議
会
は
「
兵
庫
津
、
神
社
寺
院
め

ぐ
り
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
発
行
し
て
お
り
、

そ
の
パ
ン
フ
の
当
社
欄
に
は
写
真
三
枚
と
、

「
三
石
神
社
の
鎮
座
地
で
あ
る
和
田
岬
は

神
功
皇
后
が
凱
旋
の
帰
途
上
陸
さ
れ
、
三

つ
の
石
を
立
て
て
神
占
い
を
し
、
神
々
を

其
の
地
に
祀
ら
し
め
た
儀
式
の
地
で
す
。

推
古
天
皇
が
こ
の
地
に
来
て
禊
を
さ
れ
た

の
で
祓
殿
塚
と
言
い
、
玉
座
と
さ
れ
た
石

を
三
石
と
言
い
ま
す
。ま
た
一
九
二
五（
大

正
十
四
）
年
十
一
月
よ
り
皇
太
子
殿
下
ご

安
産
祈
念
、
安
産
お
守
り
、
腹
帯
を
献
上

以
後
、
皇
后
陛
下
・
皇
太
子
殿
下
の
安
産

祈
念
お
守
り
、腹
帯
を
献
上
し
て
い
ま
す
」

と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

令
和
六
年
五
月

令
和
六
年
五
月

　

大
祭
前
の
四
月
二
十
日
、
吉
岡
・
豊
永

両
副
会
長
他
一
名
参
列
の
も
と
、
兵
庫
区

切
戸
町
六
丁
目
の
植
田
光
君（
二
十
四
歳
）

の
猿
田
彦
決
定
奉
告
祭
も
斎
行
さ
れ
、
大

例
大
祭
斎
行

祭
日
の
五
月
十
七
日
（
金
曜
日
）、
午
後

六
時
か
ら
の
例
祭
に
は
、
区
内
神
職
二
名

の
ご
助
勤
奉
仕
に
よ
り
、
総
代
・
氏
子
自

治
会
長
始
め
氏
子
崇
敬
者
十
七
名
の
参
列

の
も
と
、
例
年
通
り
巫
女
に
よ
る
神
前
神

楽
も
奉
納
し
厳
粛
に
斎
行
し
た
。
後
、
会

館
二
階
に
て
直
会
に
入
っ
た
。

　

十
八
日
（
土
曜
日
）
午
前
八
時
よ
り
、

各
地
区
お
旅
所
の
入
魂
修
祓
式
を
斎
行
し

（
諸
事
情
に
よ
り
、
本
年
の
御
旅
所
は
北

部
南
、
東
部
の
二
箇
所
の
み
）、
午
後
一

時
半
よ
り
、
地
区
総
代
・
氏
子
役
員
・
自

治
会
関
係
者
の
指
導
に
よ
り
、
子
供
み
こ

し
三
基
（
例
年
四
基
の
子
供
み
こ
し
が
巡

行
し
て
い
る
が
、
南
部
氏
子
会
が
奉
仕
者

が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
本
年
も
子
供
み

こ
し
を
出
さ
な
か
っ
た
）
が
神
輿
唄
を
声

高
ら
か
に
唄
い
な
が
ら
氏
子
町
内
を
巡
幸
、

午
後
三
時
半
頃
を
以
っ
て
無
事
終
了
し
た
。

例
年
通
り
事
故
の
無
き
よ
う
各
子
供
み
こ

し
に
は
自
社
雇
の
ガ
ー
ド
マ
ン
三
名
が
付

き
、
警
備
と
交
通
整
理
に
あ
た
っ
た
（
警

察
は
巡
回
時
に
時
々
見
る
と
い
う
こ
と
で
、

子
供
み
こ
し
警
備
に
は
付
か
な
か
っ
た
）。

　

十
九
日
（
日
曜
日
）
の
例
大
祭
最
大
の

神
事
で
あ
る
神
幸
式
は
、
天
気
予
報
に
よ

れ
ば
午
後
か
ら
雨
天
と
な
る
た
め
、
早
々

に
神
幸
式
中
止
を
決
定
し
た
。

　

し
か
し
、
総
代
・
猿
田
彦
始
め
宮
司
太

刀
持
・
神
宝
持
・
お
稚
児
さ
ん
等
の
少
年

少
女
に
は
、
会
館
に
て
の
写
真
撮
影
の
た

め
、
装
束
着
装
時
間
に
参
集
し
て
も
ら
い
、

奉
仕
集
合
記
念
写
真
を
撮
り
、
後
日
配
布

し
た
。

　

尚
、
本
神
輿
舁
は
毎
年
吉
田
中
学
校
生

徒
さ
ん
に
奉
仕
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

本
年
も
四
月
十
四
日
（
日
曜
日
）
の
氏
子

総
会
後
に
書
面
で
奉
仕
依
頼
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
五
月
二
十
・
二
十
一
日
の
月
・
火

曜
日
に
中
間
テ
ス
ト
が
あ
り
、
学
校
側
で

は
十
九
日
の
日
曜
日
の
校
外
活
動
を
中
止

し
て
い
る
の
に
、
神
社
の
祭
奉
仕
依
頼
状

を
父
兄
に
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
、
本
年

の
奉
仕
不
可
を
理
解
願
い
た
い
と
の
連
絡

が
あ
り
、
四
月
二
十
一
日
の
北
部
氏
子
会

の
総
会
に
前
記
の
事
を
話
し
、
急
遽
氏
子

会
か
ら
本
神
輿
舁
大
人
奉
仕
を
お
願
い
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
神
幸

式
数
日
前
で
交
代
要
員
を
入
れ
て
十
人
位

の
人
数
で
あ
っ
た
の
で
、
更
に
奉
仕
者
集

め
に
総
代
・
自
治
会
長
さ
ん
ら
に
ご
無
理

願
っ
て
い
た
処
、
当
日
雨
天
中
止
と
な
っ

た
。

　

午
後
六
時
か
ら
、
神
幸
式
は
中
止
で

あ
っ
た
が
、
会
館
二
階
に
て
例
大
祭
奉
仕

の
総
代
始
め
氏
子
三
地
区
（
南
部
地
区
な

し
）
の
人
達
又
猿
田
彦
会
員
達
の
出
席
に

よ
る
合
同
直
会
を
開
催
し
た
。
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令
和
六
年
十
月

令
和
六
年
十
月

　

十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
相
殿
に
祀
る

素す
さ
の
お
の

盞
嗚
命
の
夏
越
祭
は
、
疫
病
退
散
・
無

病
息
災
祈
願
の
祭
で
あ
り
、
一
人
で
も
多

く
の
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
が
無
病
息
災
で

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
従
来
通
り
茅

の
輪
く
ぐ
り
神
事
を
斎
行
し
た
。

　

十
七
日
午
後
六
時
か
ら
の
殿
内
祭
典
に

は
、
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
十
三
名
参
列
の

も
と
、
宮
司
が
大
祓
詞
・
祝
詞
奏
上
の
後
、

フ
イ
・
オ
ー
ナ
ー
・
プ
ア
ハ
ラ
・
ア
ロ
ハ（
フ

ラ
ダ
ン
ス
教
室
）
の
山
上
菜
穂
・
轟
木
真

由
美
両
先
生
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
（
エ
・
イ
ケ
・

イ
カ
ナ
ニ
・
ア
オ
・
ポ
リ
ア
フ
と
、
ポ
ー
・

ハ
イ
ケ
・
ア
ロ
ハ
）
二
曲
が
神
前
奉
納
さ

れ
た
（
一
般
参
詣
者
六
名
も
ハ
ワ
イ
ア
ン

を
殿
内
に
て
観
賞
し
た
）。
次
に
参
列
者

代
表
各
位
が
玉
串
奉
奠
し
た
。

　

更
に
、
境
内
に
設
け
た
「
大
茅
の
輪
く

ぐ
り
」
神
事
で
は
、
宮
司
・
禰
宜
に
続
き

参
列
者
一
同
が
「
蘇
民
将
来
、
蘇
民
将

来
」
と
唱
え
つ
つ
左
・
右
・
左
と
く
ぐ
り
、

人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪

全
国
白
バ
イ
競
技
大
会
優
勝
祈
願
参
拝

茅の輪くぐり神事

神
前
で
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
奉
納

「おしゃれクリップ」の
撮影取材

「朝生ワイドす・またん！」の
テレビ放送場面す・またん一同の奉納絵馬

　

二
十
五
日
、
読
売
テ
レ
ビ
放
送
報
道
局

の
「
朝
生
ワ
イ
ド
す
・
ま
た
ん
！
」「
Ｚ

Ｉ
Ｐ
！
」（
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
ら
二
名
が
来
社
し
、
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
柔
道
阿
部
兄
妹
関
係
の
取
材
に
来

社
、
禰
宜
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
応
対
し
、
翌

二
十
六
日
の
五
時
五
十
分
頃
に
放
映
さ
れ
、

ま
た
当
日
夕
方
に
も
放
映
さ
れ
た
。

　

更
に
、
毎
日
テ
レ
ビ
放
送
よ
り
、
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
阿
倍
兄
妹
の
柔
道
テ
レ

ビ
放
送
を
神
主
が
テ
レ
ビ
前
で
応
援
し
て

い
る
処
を
取
材
し
た
い
と
の
依
頼
が
あ
っ

テ
レ
ビ
取
材
、
放
送
な
ど

や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
、
ま

た
流
行
り
病
の
無
感
染
、
夏
の
無
病
息
災

を
祈
願
し
た
後
、
二
Ｆ
に
て
の
直
会
で
は

神
職
手
作
り
で
無
病
息
災
の
ご
利
益
あ
る

「
蘇
民
将
来
茅
の
輪
守
」
を
お
渡
し
し
た
。

た
が
、
決
勝
戦
は
深
夜
の
放
送
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
こ
の
件
は
断
っ
た
。
尚
、

二
十
九
日
、「
朝
生
ワ
イ
ド
す
・
ま
た
ん
！
」

「
Ｚ
Ｉ
Ｐ
！
」
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ら
二
名
が

来
社
し
、
阿
部
一
二
三
選
手
の
二
連
覇
と

詩
選
手
の
二
回
戦
敗
退
の
取
材
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
九
月
二
十
九
日
に
は
、
ゲ
ス
ト

の
柔
道
・
阿
部
一
二
三
の
人
生
を
深
掘
り

す
る
ト
ー
ク
番
組
で
あ
る
、
日
本
テ
レ
ビ

番
組
「
お
し
ゃ
れ
ク
リ
ッ
プ
」
の
撮
影
取

　

二
日
、
殿
内
に
て
元
白
バ
イ
隊
員
の
岡

田
氏
の
肝
煎
り
で
全
国
白
バ
イ
安
全
運
転

競
技
大
会
優
勝
祈
願
祈
祷
を
斎
行
し
た
。

　

白
バ
イ
乗
務
員
の
運
転
技
能
の
向
上
と
、

受
傷
事
故
の
絶
無
を
期
す
る
と
共
に
、
乗

務
員
の
士
気
の
高
揚
と
道
路
交
通
の
安
全

維
持
に
資
す
る
た
め
に
、
十
二
日
か
ら
三

日
間
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
開
催
さ

れ
る
第
五
四
回
の
全
国
白
バ
イ
安
全
運
転

競
技
大
会
に
出
場
す
る
県
警
本
部
の
交
通

機
動
隊
の
六
名
（
男
性
四
、
女
性
二
）
の

白
バ
イ
隊
員
が
、
監
督
引
率
の
も
と
平
服

姿
で
参
拝
し
、
団
体
優
勝
並
び
に
個
人
総

合
及
び
個
人
種
目
別
の
入
賞
に
、
監
督
で

あ
る
警
部
補
の
玉
串
拝
礼
に
合
わ
せ
祈
願

し
た
。

材
も
あ
り
、
当
社
禰
宜
が
応
対
し
た
（
放

送
は
十
一
月
十
日
22
時
予
定
）。
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趣
意
と
お
願
い

　
現
社
殿
は
昭
和
三
十
八
年
に
竣
工
し

て
、
約
六
十
年
と
な
り
ま
す
。

　
銅
板
の
寿
命
は
約
七
、八
十
年
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
銅
板
屋

根
の
葺
き
替
え
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
皆
々
様

に
銅
板
寄
進
（
一
枚
三
千
円
）
を
お
願

い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
殿
銅
板
屋
根
に
あ
な
た
様
の
お

名
前
を
残
し
、
更
な
る
三
石
大
神
の
ご

加
護
に
よ
り
、
貴
社
・
貴
家
の
益
々
の

弥
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
た
く
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

に
は
重
ね
て
の
ご
案
内
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

尚
、
は
じ
め
銅
板
一
枚
二
千
円
と
い
た

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
銅
の
値
上
が
り

も
あ
り
、
三
千
円
（
一
、五
枚
と
計
上
）

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宜
し
く

ご
理
解
ご
了
承
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

社
殿
屋
根
葺
き
替
え
事
業
・
銅
板

御
寄
進
者
ご
芳
名

　（
含　

申
込
・
分
納
・
追
加
、

　
　

令
和
五
年
十
一
月
か
ら

令
和
六
年
十
月
末
日
ま
で
）

順
不
同
・
敬
称
略
　
　

銅
板
奉
納
者
全
て
の
方
々
の
ご
芳

名
は
、
神
社
台
帳
に
記
録
の
上
永

く
保
存
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

境
内
掲
示
板
の
ご
芳
名
掲
示
は
三

枚
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
会
当
日
、
選
手
全
員
当
社
の
「
勝
御

守
」
を
胸
に
入
れ
大
会
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
、

勝
運
ご
利
益
を
受
け
、
団
体
競
技
の
部
で

見
事
優
勝
し
（
二
十
六
年
ぶ
り
）、
個
人

競
技
男
性
の
部
で
は
二
名
の
入
賞
、
女
性

の
部
で
は
準
優
勝
と
入
賞
を
果
た
し
、
ま

た
種
目
別
競
技
で
あ
る
男
性
の
ト
ラ
イ
ア

ル
走
行
操
縦
で
は
優
勝
し
、
女
性
の
バ
ラ

ン
ス
走
行
競
技
・
傾
斜
走
行
操
縦
競
技
で

は
各
三
位
の
成
績
で
あ
っ
た
。

　

後
日
、
結
果
報
告
に
来
社
し
た
岡
田
氏

は
、「
皆
、
三
石
大
神
の
ご
利
益
に
感
謝

し
て
い
る
」
と
話
さ
れ
た
。

白バイ隊員に授与された
「勝御守」と「祈願絵馬」

表彰状を手にした
記念写真

古民家での個展

権
禰
宜
の
絵
画
個
展

　

五
日
よ
り
九
日
の
間
、
丹
波
篠
山
市
立

町
に
あ
る
築
二
百
年
の
古
民
家
を
再
生
し

た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
恵
山
」
で
、
当
社
権
禰

宜
（
雅
号
・
美
鳳
）
の
第
五
回
と
な
る
個

展
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
近
年
力
を
入
れ
て
製
作
し
て
い
る

前
衛
書
を
中
心
に
ア
ク
リ
ル
絵
具
を
使
用

し
た
抽
象
画
と
色
紙
等
の
小
作
品
を
合
わ

せ
約
五
十
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　

来
場
者
は
、
前
回
（
第
二
回
・
平
成

二
十
三
年
開
催
）
の
再
来
場
者
、
ま
た
丁

度
丹
波
篠
山
の
特
産
品
で
あ
る
黒
豆
販
売

の
解
禁
日
と
も
重
な
り
、
観
光
客
の
来
場

も
多
数
あ
っ
た
。
ご
高
覧
頂
い
た
方
々
か

ら
、
絶
賛
の
お
言
葉
を
多
く
頂
き
、
五
日

境内の奉賛芳名掲示板

間
の
個
展
を
好
評
の
う
ち
に
無
事
終
え
る

事
が
出
来
、
美
鳳
も
喜
ん
で
い
た
。

当
社
で
命
名
に
関
係
さ
れ
た
お
子
様
の

お
健
や
か
な
ご
成
長
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。（
命
名
書
の
み
の
受
付
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。）

　
新
　
生
　
児
　
命
　
名

　
　
令
和
五
年
十
一
月
か
ら

　
　
令
和
六
年
十
月
末
日
ま
で

ご
寄
進
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



三　石　さ　ん 令和 6 年 12 月　（  ）　26　号7

書
籍
に
見
る
三
石
さ
ん

 
シ
リ
ー
ズ

　

本
書
は
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年

二
月
、
当
社
前
宮
司
小
林
栄
次
郎
（
故

人
）
の
著
し
た
小
冊
子
で
、「
和
田
岬
の

明
治
大
正
」
欄
に
、
古
き
和
田
岬
で
の
事

件
、
出
来
事
も
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の

人
達
に
も
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
、
現

代
文
に
直
し
取
り
上
げ
た
。

◯
和
田
の
三
つ
石

　

明
治
二
十
五
、六
年
の
頃
、
今
出
在
家

町
に
和
田
と
い
う
家
が
あ
り
、
和
田
の
浜

に
三
つ
の
巨
石
が
あ
っ
た
の
を
、
知
ら
ぬ

間
に
持
ち
帰
り
、
家
の
軒
下
に
据
え
た
の

を
知
っ
た
附
近
の
人
達
が
、
三
石
さ
ん
の

石
を
、
自
分
の
家
に
勝
手
に
持
っ
て
帰
っ

て
据
え
る
と
は
、
神
さ
ん
の
お
怒
り
を
知

ら
ぬ
ば
ち
当
り
や
、
え
え
こ
と
あ
ら
へ
ん

で
と
噂
さ
れ
た
が
、
案
の
じ
ょ
う
ひ
っ
そ

く
し
た
と
の
こ
と
、
そ
の
後
和
田
家
を
買

取
っ
た
人
が
、
造
作
を
す
る
の
に
石
が
邪
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三
石
神
社
諸
祈
祷
ご
案
内

【
殿
内
個
人
祈
祷
】

（
殿
内
に
お
け
る
各
種
祈
祷
）

家
内
安
全
、
病
気
平
癒
、
安
産
、
初

宮
詣
、
七
五
三
詣
、
学
業
成
就
、
厄

除
、
交
通
安
全
、
そ
の
他

【
会
社
・
事
業
所
安
全
繁
栄
祈
祷
】

（
会
社
・
事
業
所
団
体
祈
祷
は
事
前

ご
予
約
願
い
ま
す
）

【
出
張
祭
典
】

（
諸
準
備
の
為
、
事
前
ご
予
約
願
い

ま
す
）

起
工
・
地
鎮
祭
、
上
棟
式
、
竣
工
式
、

入
居
清
祓
式
、
神
棚
祭
、
各
種
安
全

祈
願
祭
、
そ
の
他
（
含　

神
葬
祭
）

お
知
ら
せ

一
、
日
時　

令
和
七
年
一
月
三
日

　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時
斎
行

一
、
会
費　

金　

五
、〇
〇
〇
円
（
繁
栄

祈
願
祭
特
別
会
費
）

　
（
記
念
写
真
・
直
会
（
昼
食
会
食
）
費

代
と
し
て
当
日
ご
持
参
下
さ
い
）

一
、
神
前
奉
納 　

腹
話
術

　

全
日
本
あ
す
な
ろ
腹
話
術
協
会

　

本
部
会
長
・
腹
話
術
師

　

福　

小
介
先
生

※	

参
拝
終
了
後
、
記
念
写
真
・
直
会
（
会

食
）
を
執
り
行
い
ま
す
の
で
、
ご
参
列

ご
希
望
の
方
は
、
十
二
月
二
十
五
日
ま

で
に
ご
参
列
の
ご
回
答
を
お
願
い
申
し

新
年
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭

魔
に
な
り
、
細
く
打
砕
い
て
栗
石
に
し
た

そ
う
で
、
そ
の
家
も
間
も
な
く
ひ
っ
そ
く

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
実
に
惜
し
い

こ
と
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
三
つ
の
石
は
、
神
功
皇
后
さ
ま
が
、

和
田
岬
に
上
陸
さ
れ
広
田
、
生
田
、
長
田
、

住
吉
の
神
々
を
、
現
在
の
所
に
お
祀
り
に

な
っ
た
時
の
祭
祀
の
趾
と
伝
え
ら
れ
、
或

は
、
平
清
盛
福
原
遷
都
の
頃
（
治
承
四

（
一
一
八
〇
）
年
）
西
宮
戎
神
社
、
広
田

神
社
、
南
宮
八
幡
の
三
社
の
神
輿
和
田
岬

三
石
神
社
跡
に
神
幸
あ
り
、
三
基
の
神
輿

を
安
置
し
た
石
で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
西
宮
戎
神
社
の
徳

川
中
期
の
社
務
日
誌
の
中
に
、
其
の
当
時

の
神
職
が
実
地
検
分
の
た
め
遙
々
和
田
岬

に
来
て
、
三
つ
石
の
現
存
す
る
こ
と
を
確

め
た
と
の
記
録
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

◯
国
鉄
和
田
岬
線

　

明
治
二
十
三
年
七
月
八
日
、
山
陽
鉄
道

株
式
会
社
和
田
支
線
と
し
て
開
業
さ
れ
、

そ
の
当
時
は
駅
も
な
く
、
兵
庫
駅
の
管
理

駅
と
し
て
発
足
、
明
治
三
十
四
年
十
二
月

一
日
、
山
陽
鉄
道
株
式
会
社
が
国
有
鉄
道

に
併
合
さ
れ
て
、三
石
神
社
の
鎮
座
地（
今

は
閉
鎖
さ
れ
た
が
三
菱
神
戸
造
船
所
第
二

門
附
近
）
が
和
田
岬
駅
新
設
の
候
補
地
と

な
り
、
国
に
摂
取
さ
れ
、
現
在
の
場
所
に

遷
座
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
和

田
岬
駅
は
、
昭
和
の
初
年
頃
に
新
築
移
転

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

和
田
岬
線
は
、
三
菱
神
戸
造
船
所
、
三

菱
電
機
製
作
所
へ
の
朝
夕
の
通
勤
者
並
び

に
、
両
三
菱
の
製
品
、
貨
物
輸
送
が
主
で

あ
り
ま
す
が
、
大
正
の
末
頃
迄
は
、
一
般

人
の
乗
る
旅
客
列
車
も
日
に
数
回
運
行
さ

れ
、
兵
庫
へ
出
る
の
に
便
利
な
交
通
機
関

で
あ
っ
た
の
で
す
。

上
げ
ま
す
。

※	

ご
参
列
・
直
会
ご
出
席
の
方
は
、
飲
酒

運
転
防
止
の
為
お
車
で
の
ご
参
加
を
ご

遠
慮
下
さ
い
。


